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2023 年 12 月 12 日 
パソコンを使いこなす会 

 
【第18回分科会のテーマ：－ Open data －】 

今回は、オープンデータを利用して資料を作成する演習をします。 
オープンデータとは、主に国や地方公共団体が公開している、誰もが利用可能なデータのこと
です。 オープンデータは、次のような特徴を持っています。 
 営利目的、非営利目的を問わず、二次利用が可能なルールが適用されている。つまり、デ

ータを加工したり、再配布したり、新しいサービスに活用したりできる。 
 機械判読に適した形式で提供されている。つまり、コンピューターがデータを読み取りやす

く、自動的に処理できる。 
 無償で利用できる。つまり、データを入手するために料金を支払う必要がない。 

オープンデータは、インターネットやワールドワイドウェブ（www）の発展によって、近年一般
的になってきました。 オープンデータの意義や目的については、「オープンデータ基本指針」な
どの文書で定められています 。  

オープンデータの入手方法については、各機関が用意したサイトから無料でダウンロードで
きます。 また、オープンデータのカタログやポータルサイトもあります。 

今回は、まずテキストに記載した内容を実行して、横浜市オープンデータポータル記載のデー
タを活用・利用してください。その後、データをダウンロードしてEXCELで編集・加工してグラフ
を作成してください。 
 
1. 横浜市オープンデータポータル 
2. データ活用例 
3. データ利用例 
4. 表の編集 

5. 項目の追加・計算 
6. 複数の表からデータを集める 
7. グラフの作成-1 
8. グラフの作成-2 

  

Internet 講座 
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【具体的内容：－ Open data －】 
1. 横浜市オープンデータポータル 

横浜市は、オープンデータの活用に積極的な自治体で、「横浜市オープンデータポータル」の
サイトを立ち上げています。このサイトでは次のようなデータをグラフ化して見ることができます。 

2. データ活用例（「区別将来人口推計 人口ピラミッド」） 
「概況」の「区別将来人口推計 人口ピラミッド」をクリックして金沢区の 2020 年度と 2050

年度を選択すると次のような人口ピラミッドが得られる。 
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「外国人人口」をクリックすると「横浜市の外国人人口（2023 年 4 月 30 日現在）」の実数と
円グラフが表示される。 

この画面の左下の「+ableau」をクリックすると下図の「+ableau」サイトに飛ぶ。 

 
 
 
ここで「共有」をクリックするとリンクのコピーができる。 
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「ダウンロード」をクリックするとファイル形式を選択してデ
ータをパソコンに保存できる。 
 
 
 
 
 
 
 
3. データ利用例 

「男女別人口及び世帯数－行政区」のサイトの下部にデータセットのリンクが掲載されている。 
男女別人口及び世帯数－行政区 横浜市 (yokohama.lg.jp) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このうち「男女別人口及び世帯数－行政区（令和 5 年 11 月）」をクリックして「名前を付けて
保存」を選択すると「e1yokohama2311.csv」ファイルが「ドキュメント」フォルダーに保存され
る。 
 
 
 
 
 
 
次に「開く」をクリックすると EXCEL が立ち上がり、表が表示される。 
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4. 表の編集 
表の編集に使った機能を赤枠で表示する。 
 
 
 
 
 

5. 項目の追加・計算 
各区人口の横浜市人口の割合[％]を次の様に
計算してみよう。 
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6. 複数の表からデータを集める 
①. 「男女別人口及び世帯数－行政区」の（令和 5 年 11 月）から（平成 26 年 11 月）を開く 
②. 「e1yokohama1411」シートを加工して「市区名」列と「人口総数[人]」列のみにする 
③. 「人口総数[人]」を「2014 年人口総数[人]」に変更 
④. B1 セルに「2014 年人口総数[人]」、～、K1 セルに「2023 年人口総数[人]」と入力 
 

 
⑤. C2 セルに下記の通り入力する 

A) 「=」を入力 
B) 「e1yokohama1511」シートの C2 セルをクリックして「Enter」キーを押す 
C) 「e1yokohama1411」シートに戻って C2 セルで「F2」キーを押す 
D) 更に「F4」キーを押して「$F2」の形にする 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥. C2 セルをコピーして、D2 セル～K2 セルに貼り付ける 
⑦. D2 セル～K2 セルの各々でシート名を年月に対応した数字に変更する 
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⑧. C2 セル～K2 セルをコピーして C3～C20 に貼り付ける 

7. グラフの作成-1 
①. 「人口総数[人]」を削除する 

A) Ctrl キーと H キーを押す 
B) 検索文字列に「人口総数[人]」を入力して、「すべて置換」をクリック 
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②. 1 列,11 列、12 列、17列、18列を選択 

③. 「挿入」－「グラフ」－「マーカー付き折れ線」を選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④. 「グラフツール」－「グラフの移動場所」をクリック 

⑤. 「新しいシート」を選択 
⑥. グラフの整形・編集をする 
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8. グラフの作成-２ 
＃7 項のグラフでは変動がよく見えないので、各区の 10 年間の最小値との差分を算出して
その変化をグラフにする。こうすれば、減少傾向にある区と増加傾向にある区が分かる。 
① L１セルに「最小値」と入力 
② L2 セルに「min(B2:K2)」と入力 
③ L2 セルをコピーし、J3 セルから J１８セルに貼り付け 

④ １行をコピーして、２３行に貼り付け 
⑤ K２４セルに「=k2-$L2」と入力 
⑥ K24 セルをコピーし、B24 セルから K42 セルの範囲に貼り付け 
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⑦ B24 セルから K42 セルの範囲を選択してコピー 
⑧ その範囲のまま「値の貼り付け」をクリック 
⑨ A23 セルから K23および A25 セルから K42 セルの範囲を選択 
⑩ 「挿入」－「グラフ」－「マーカー付き折れ線」を選択 
⑪ 「グラフツール」－「グラフの移動場所」をクリック 
⑫ 「新しいシート」を選択 
⑬ グラフの整形・編集をする 
 

 
 
 

以上 


